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横浜市水道事業中期経営計画（平成 24 年度～27 年度）の 
進捗状況について 

  

１ 計画の位置付け 

水道局では、平成 18 年７月に策定した 

「横浜水道長期ビジョン・10 か年プラン」 

及び具体的な実施計画である 

「横浜市水道事業中期経営計画」に基づき 

事業を推進しており、本計画は第３期目の 

中期経営計画にあたります。 

＜計画期間＞ 

  平成 24 年度～27 年度 

 

２ 水道事業の現状と主な課題 

(1) 水需要構造の変化 

横浜市の人口は少しずつ増えていますが、市民の皆さまの節水意識の高まりなどから、一人

が一日に使う水道使用量は減っています。使用量が多いお客さまが減り、少ないお客さまが増

えていることで、料金収入は減少しています。 
 

(2) 水道施設の老朽化と大規模地震への備え 

東日本大震災が発生したことで水道施設の地震対策や水道水の安全性への関心が高まって

います。その一方で、送・配水管や浄水場・配水池などは更新や改良が必要な時期を順次迎え

ています。 

 

３ 主な事業の進捗状況 

中期経営計画に掲げる６つの施策目標に沿った 50 事業の進捗状況を報告します。全体として

は、27 年度の目標達成に向けて概ね順調に進捗しています。 

 

 

 

 

 

 

 

●トップレベルの安全でおいしい水 

 
事業 26 年度の主な取組 指標 

22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

1 道志水源林の保全 
水源かん養林 82ha の整備
や作業路の法面保護工事
の実施 

水源かん養
林整備面積

【累計】 
718ha 1,109ha 1,178ha ○ 

2 
相模湖及び津久井
湖の水質保全対策
等の促進 

・相模湖堆積土砂の除去
（しゅんせつ量＝15 万㎥）
・エアレーション装置の管
理など 

相模湖の有
効貯水容量

4,100 万㎥ 推進 推進 ○ 

3 
川井浄水場の 
再整備 

PFI 事業として運転・維持
管理業務の開始 

川井浄水場
再整備の 
進捗状況 

建設中 
再整備完了 

（第２段階工事） 

稼働中 
(26 年度稼動)

○ 

進捗状況 事業数（全 50 件） 割合 

目標を上回る ◎ ９件 18％ 

目標どおり ○ 33 件 66％ 

目標を下回る △ ８件 16％ 

水 道 ・ 交 通 委 員 会 資 料

平成 27 年５月 26 日

水     道     局

平成30年代半ばの将来像

平成18年度～27年度
（10か年） の主要施策

予算 ・ 運営方針

10か年プラン

横浜水道長期ビジョン・

横浜市水道事業中期経営計画

（平成24年度～27年度（４か年）の経営計画）

毎年度の実施計画

平成30年代半ばの将来像

平成18年度～27年度
（10か年） の主要施策

予算 ・ 運営方針予算 ・ 運営方針

10か年プラン

横浜水道長期ビジョン・

横浜市水道事業中期経営計画

（平成24年度～27年度（４か年）の経営計画）

横浜市水道事業中期経営計画

（平成24年度～27年度（４か年）の経営計画）

毎年度の実施計画

資料－２
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事業 26 年度の主な取組 指標 

22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

4 西谷浄水場の更新 
粒状活性炭による処理実
験及び浄水処理方法の検
討 

西谷浄水場
更新の 

進捗状況 

浄水処理方
式の検討中

浄水処理方
式の決定 

更新工事 
着手 

△ 

5 
活性炭設備の整備
によるおいしい水
の供給 

・道志川系統に粉末活性
炭設備の設置工事 
・馬入川系統に微粉炭設
備の設置検討 

粉末活性炭
設備の整備

研究中 

・道志川系統
の工事着手 

・馬入川系統
の検討 

粉末活性炭
設備の稼働

△ 

6 
塩素注入量の低減
化などおいしい水
の供給 

残留塩素濃度の低減化実
施 

市内残留 
塩素濃度 
平均値 

0.54 ㎎/ℓ 0.51 ㎎/ℓ 0.4 ㎎/ℓ △ 

7 
横浜市独自の水質
目標に基づく水質
管理 

ISO9001 による品質管理体
制の継続や ISO/IEC17025
による水質検査精度の向
上など 

横浜市独自
の水質目標
達成状況 

８項目中 
２項目 
達成 

８項目中 
３項目 
達成 

全８項目 
達成 

△ 

 

●蛇口にいつでも新鮮な水 

 
事業 26 年度の主な取組 指標 

22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

8 
鉛製給水管の早期
解消 

宅 地 内 の 鉛 製 給 水 管
7,500 か所を改良 

鉛製給水管
の残存数 
【累計】 

96,000 か所 26,000 か所 0 か所 △ 

9 直結給水の促進 
広報による直結給水への
切替案内や助言を実施 

直結給水率 68％ 72％ 72％ ○ 

10 
子供たちが水道水
を飲む文化を育む
事業 

17 校の小・中学校の屋内
水飲み場を直結給水方式
へ切替え 

直結給水化
工事実施校数

【累計】 
166 校 235 校 245 校 ○ 

11 
道路下の老朽給水
管の改良 

配水管の更新や漏水修理
で 9,000 か所を改良 

老朽給水管
の改良数 
(ステンレス
化)【累計】 

46,500 か所 79,100 か所 86,100 か所 ○ 

 

●災害に強い信頼のライフライン 

 
事業 26 年度の主な取組 指標 

22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

12 
取水・導水施設の
耐震補強 

相模原沈でん池の耐震補
強を実施 

自然流下系
導水路線の
耐震化率 

75% 80% 80% ○ 

13 浄水場等の整備 
西谷浄水場沈でん池など
の浄水施設の耐震補強を
実施 

浄水施設の
耐震化率 

0％ 43％ 43％ ○ 

14 配水池等の整備 

（仮称）鶴ケ峰上部・下部
配水池の築造 

配水池等の
整備状況 

鶴ケ峰上部・ 

下部（１号・２号）

着工 

鶴ケ峰上部施工中

下部 2 号完成 

下部 1 号施工中 

鶴ケ峰上部・ 

下部 2 号完成

下部 1 号施工中 △ 
小雀浄水場２号配水池の
耐震補強工事が完了 

配水池等の
耐震化率 

59％ 82％ 93％ 

15 
電機・計装設備等
の計画的更新 

浄水場の計装設備・無停
電電源設備の計画的な更
新 

計画的な 
設備更新 

計画的更新 計画的更新 計画的更新 ○ 

16 
送水機能の強化 
（環状ネットワーク
の整備） 

（仮称）新磯子幹線の完了
により環状ネットワーク整備
完了 

環状ネット 
ワークの 
整備率 

96% 100% 100% ○ 

17 配水幹線の整備 
緊急時バックアップ体制強
化のための相互融通管と
なる配水管の新設 

主要配水管
の整備路線

（６路線） 
- 

４路線 
整備完了 

２路線 
施工中 

６路線 
整備完了 

○ 
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事業 26 年度の主な取組 指標 

22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

18 老朽管更新・耐震化 107km の老朽管を更新 

管路の 
耐震化率 

15％ ※21％ 22％ 

○ 
基幹管路の
耐震適合率

61％  ※66％ 67％ 

19 
配 水 管 の 腐 食 性 
土壌対策 

大口径管を 1.1km、小口径
管を 6.8km 改良 

管路更新率
〔大口径〕 

43％ 
(14.9 ㎞) 

 ※77％ 
（26km） 

100％ 
（34 ㎞） 

○ 
管路更新率
〔小口径〕 

41％ 
(51.8 ㎞) 

 ※68％ 
（85km） 

65％ 
（82 ㎞） 

20 
災 害 時 用 大 口 径 
備蓄材料の確保 

（24 年度に完了） 
災害時用  

大口径備蓄
材料の確保

- 
76 件分 

（24 年度に完
了） 

76 件分 ○ 

21 
水 道 施 設 の 津 波 
対策の検討 

浸水想定区域での浸水被
害の検討及び業務継続計
画のとりまとめ 

水道施設の
津波対策の

検討 
- 調査検討 調査検討 ○ 

22 
浄水場・配水ポン
プ 場 へ の 非 常 用 
発電設備等の整備 

２ポンプ場に非常用自家発
電設備を設置 

非常用発電設

備の設置か所数

【累計】 
７か所 11 か所 12 か所 ○ 

23 
庁舎への非常用発
電設備の整備 

中村町事務所の再整備に
併せ、非常用発電設備を
設置 

非常用発電設

備の設置【累計】

(給水維持課庁舎)

３か所 ６か所完了 
全給水維持
課(７か所) 

○ 
〃 

(水道局本庁舎)
なし 

整備完了（24
年度に完了） 

整備完了 

24 
中 村 町 事 務 所 の 
再整備 

新築・改築工事及び既存
庁舎解体工事を実施 

中村事務所の
再整備の状況

基本構想策
定中 

再整備完了 
再整備完了
（26 年度）

○ 

 

●環境にやさしい水道システム 
 

事業 26 年度の主な取組 指標 
22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

25 
自然流下系の優先
とポンプ系施設の
効率化 

川井低区ブロックの拡大 自然流下率 28% 35% 36% ○ 

26 
小 水 力 ・ 太 陽 光 
発電設備の設置 

峰配水池小水力発電設備
設置及び川井浄水場の太
陽光発電設備の稼働 

小水力・太陽光

発電設備の発

電容量【累計】

1,745kW 2,226kW 2,000kW ◎ 

27 
水 力 発 電 機 能 を 
付加した流量調整
弁の実用化 

25 年度の研究結果を基に
事業化の可能性について
検討 

実用化に 
向けた研究の

推進 
- 

実用化困難
なことが判明 

設置による
実用化 

△ 

28 
再生可能エネルギ
ーなどの導入可能
性調査 

風況データの収集及び解
析 

導入可能性
調査の推進

- 
風況調査 
実施中 

風況調査等
の実施 

○ 

29 
市民ボランティアと
の協働による水源
林の整備 

市民ボランティアとの協働
により 4.32ha の道志村民
有林を整備 

水源林 
整備面積 
【累計】 

38ha 55ha 59ha ○ 

30 
横浜市水のふるさ
と道志の森基金 

市民の皆さま、民間企業
等から寄附金として 567 万
円を収入 

寄附金収入
【累計】 

2,000 万円 ※4,300 万円 3,500 万円 ◎ 

31 
水源エコプロジェク
ト W-eco・p（ウィコッ
プ） 

新たに１社の参加 参加企業数 ９件/年 14 件/年 15 件/年 ○ 

32 環境教育の充実 
市内の小学校を対象に浄
水場見学、出前水道教室
等の実施 

環境教室 
実施校数 

市内公立 
小学校等 
378 校/年

市内公立小学校

等及び水源流域

公立小学校等 

379 校/年 

市内公立小
学校等及び
水源流域公
立小学校等

○ 

33 
地域における環境
行動への支援 

地域の皆さまや民間企業
等と連携した打ち水イベン
トの実施 

打ち水支援
実施数 
【累計】 

11 件 

 
145 件 100 件以上 ◎ 

※26 年度末見込み 

※26 年度末見込み 
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●お客さま満足度の高い水道サービス 
 

事業 26 年度の主な取組 指標 
22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

34 
地域に身近なサー
ビスの提供 

水道事業への理解と信頼
を深めるために区役所等と
連携した水道イベントなど
を実施 

区役所等と連
携した水道イ
ベントの開催

全区 推進 推進 ○ 

35 
お客さまのニーズ
に応える情報提供 

水まわり器具の修理相談
やお手入れ方法のアドバ
イス、市民向けお手入れセ
ミナーを実施 

水彩生活菊名
店での相談対
応件数 

1,424 件/年 3,484 件/年 
1,500 件/年

以上 
◎ 

36 
市 民 と の 協 働 に 
よる応急給水対策
の強化 

住民参加による応急給水
訓練を実施（108 か所） 

災害用地下給
水タンクの応
急給水訓練実
施率 

69％ 92％ 100％ ○ 

37 
「はまっ子どうしThe 
Water」の販売 

各種プロモーションの実施
による水源保全の PR、客
船「飛鳥Ⅱ」への搭載等 

認知度 
(ﾖｺﾊﾏ e ｱﾝｹｰﾄ)

70％ 87％ 90％ 
△ 

売上本数 
203.8 万本  

/年 
116 万本/年 240 万本/年

38 
料金体系のあり方
の検討 

水需要構造の変化を踏ま
えた料金体系の方向性の
局内検討 

料金体系の
あり方の検討

検討中 検討中 
料金体系の
方向性の 

まとめ 
○ 

39 
おいしい水スポット 
(ウォーターステー
ション) 

おいしい水スポット(１か所)
における広報展開やイベ
ントにおける給水スポット(７
か所)の展開 

給水スポット
設置数 
【累計】 

０か所 ８か所 ９か所 ○ 

40 
お 客 さ ま の 声 を 
改善につなげるた
めの取組 

お客さまサービスセンター
に寄せられるお客さまの声
の情報共有やお客さまの
声検討会議の実施 

お客さま満足
度調査で、

「満足」「やや
満足」と回答し
た方の割合

88.6% 94.0％ 90% ◎ 

 

●創造と挑戦の活力ある企業精神 
 

事業 26 年度の主な取組 指標 
22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

41 
事務所の 
配置見直し 

再整備後の中村町事務所
に給水維持課、２地域サー
ビスセンターが移転 

事務所の 
配置数 
【累計】 

16 か所 11 か所 10 か所 ○ 

42 
業 務 の 効 率 化 と 
事業見直しによる
経費削減 

・業務体制の見直し等によ
り職員定数 68 人を削減 
・工事コストの縮減や維持
管理経費の削減 

人件費比率 20.5％ ※16.7％ 約18％ 
○ 

水道事業職員
定数【累計】

1,683 人 1,397 人 約1,330 人

43 
改革改善の推進に
よる組織活性化 

はまピョンカップ（業務改善
推進大会・局研究発表会）
の開催や改善事例の局内
水平展開 

職員からの
改善提案数

186 件/年 395 件/年 225 件/年 ◎ 

44 情報化の推進 
水道局の情報ネットワーク
機器の更新 

情報システム
の更新 

機器更新 機器更新 機器更新 ○ 

45 
人 材 育 成 施 策 の 
強化・技術継承の
推進 

各職場におけるＯＪＴ、マス
ターエンジニア制度及び
料金実務継承制度等の推
進 

研修内容 
の強化 

研修計画 
の検討 

研修等の 
推進 

研修プログラム
の多様化・内容

の充実 
○ 

46 
近隣水道事業体と
の広域的な連携 

 
水源水質検査業務を５事
業体共同で行う「広域水質
管理センター」設立 
 

施設の共通
化・広域化に
ついての検討

状況 

検討中 検討中 検討中 ○ 

 ※26 年度末見込み 
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事業 26 年度の主な取組 指標 

22 年度末 
(策定時) 

26 年度末 
状況 

27 年度末 
(目標) 

進捗状況

47 
水道局資産の有効
活用 

未利用地等の売却や長期
貸付など資産の有効活用
により 3.1 億円の収入 

貸付料・売却・
広告料等収入
合計【累計】

－ ※9.9 億円 15.6 億円 ○ 

48 企業債残高の縮減 
新規の企業債発行額の縮
減等により、企業債残高を
54 億円縮減 

企業債残高
【累計】 

1,892 億円 ※1,692 億円 1,824 億円 ◎ 

49 
水道事業における
国際貢献の推進 

・ベトナム国水道事業体等
３機関との覚書による協力
事業 
・職員の海外派遣（30 人）
や海外研修員の受入れ
（315 人） 

職員海外 
派遣【累計】

183 人 289 人 250 人 

◎ 
海外研修員

受入れ【累計】
2,061 人 2,947 人 2,700 人 

50 
横浜ウォーター㈱と
連 携 し た ビ ジ ネ ス 
展開 

国内外の水ビジネス案件
や研修事業等を実施 

横浜ｳｫｰﾀｰ
㈱事業件数

(国内関連実績)

(国際関連実績)

推進 
(国内：１件/年)

(国際：７件/年)

推進 
(国内：15 件/年) 

(国際：20 件/年) 
推進 ◎ 

 

 

４ 中期経営計画策定後の主な新規・拡充事業 

(1) 消火栓補修弁補強事業 

老朽化により漏水のおそれがあるため、25 年度からすべての旧型消火栓（11 年度以前に設

置：46,000 基）を対象として、計画的に補強を進めています（27 年度で完了予定）。 

・26 年度補強基数：16,300 基（22～26 年度累計：36,400 基） 

 

(2)「横浜水缶」の販売による飲料水の備蓄促進 

    災害に備えて、自助の取組として、市民・企業の皆さまには１人９リットル以上の飲料水備

蓄をお願いしています。また、従来の 350 mℓ・５年保存缶に替えて、26 年度からは新たに   

500 mℓ・７年保存缶を販売しています。 

  ・26 年度販売数：26,200 箱 （１箱：24 本入り） 

 

(3) 道路内老朽給水管改良促進事業 

市内に約４万か所残存する道路内老朽給水管は、配水管更新時に改良を進めています。26 年

度からは新たに、家屋の建替等に合わせて、お客さまからの申請に基づき、局負担で耐震性に

優れた給水管に取り替えています。 

・26 年度申請件数：1,040 件 

 

(4) 貯水槽水道巡回点検 

健康福祉局と連携し、定期検査の義務づけのない８㎥以下の小規模受水槽水道を対象に、26

年度から２巡目の管理状況の点検をしています（30 年度で完了予定）。 

・26 年度点検案内書送付件数：1,360 件（対象施設全体： 6,800 件） 

 

５ 新たなビジョン及び次期中期経営計画の策定 

将来にわたり持続的な事業経営を行うため、27 年度も引き続き、水道事業の長期的な方向性を

示す新たなビジョンの検討を進めます。また、年内を目途に新たなビジョンの実施計画として次

期中期経営計画の素案を合わせて作成し、議会の御意見を伺います。 

   
 

 

※26 年度末見込み 
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